
　富士薬品グループは、1930 年に富山県において配
置薬の販売業からスタートし、現在は配置薬販売のほ
か、ドラッグストア・調剤薬局、医療用医薬品の製造・
販売、医薬品の研究開発事業などを展開する、複合型
医薬品企業だ。
　株式会社富士薬品の情報システム統括部では、研究
所から製造現場、訪問営業、店舗まで、幅広い業態の
IT 機器の管理を一手に引き受けている。管轄している
PC は約 7,000 台、キャッシュレスレジスターが約
3,000 台、さらにスマートフォン、タブレット、配置
薬事業用のハンディターミナルも相当な数がある。
　現在これらのIT機器は、ITAMサービスの導入によっ
て管理が進められているが、かつては状況の把握が難
しく、混沌とした状態だったという。情報システム統
括部の河中啓之部長と高野聖司次長に、まずは当時を
振り返っていただいた。

その都度必要な製品を買う、現場主導の
個別調達。部員はシステムの展開・運用
業務に追われていた

「当時は多くの機器を、それぞれの事業部の判断で個別
に購入していました。必要になったらその都度買うと
いう発想で、その時に必要なスペックで製品を選んで
いたため、メーカーも機種もバラバラでした。どこに
何があるかが正しく把握できず、個々の廃棄のタイミ
ングも統制が難しい。使わなくなった PC がバックヤー
ドの倉庫に積まれていたこともありました」（河中氏）

「IT を管理する体制も整っていませんでした。当時は積
極的な IT 人材の採用もしておらず、店舗や配置薬の事
業所から異動してきたスタッフが約 1,300 の店舗、約
300 の配置薬の事業所、本部の IT 機器の修理やセッ
トアップのために、毎日走り回っていました。それに加
えてシステムの展開・運用業務をするだけで精一杯で
したね」（高野氏）

どこから手を付けていいかわからないと
いう悩みに応える。課題の可視化から始
まる ITAM サービス
　これでいいのか ? と疑問はもっていたが、何をど

こから進めていいかわからない。そんななか、2017
年に参加した IT 資産管理関連のカンファレンスで、
NEC キャピタルソリューションの説明を聞いたことが、
IT 資産の管理を根本から見直す契機になった。

「他社ではこんなふうに IT 資産を管理しているのか、
と認識を新たにしました。同時に、このままではいけ
ないということを強く感じましたね。現状を話して、『ま
ずどこから手を付けていいか』と、相談したのです。
一般的な IT 資産管理の製品やソリューションがあるの
は知っていましたが、その導入前段階の状況の整理を
してくれるところ、そうしたソリューションをどう使
えばいいのか、相談に乗ってくれるところを求めてい
たのです」（河中氏）

　NEC キャピタルソリューションにすすめられた
ITAM サービスは、IT 資産管理を最適化するために、
現状の可視化から対応策の検討、LCM（Life Cycle 
Management）の導入設計、導入作業、運用までの
一連の流れをきめ細かく支援するというもの。まさ
に、現状を精査し、課題を明確にするところから始
めたいという同社の要望にぴったりのサービスだった。
ITAM サービスは、自社の課題に対応して必要なサー
ビスだけを切り出して利用することも可能だが、富士
薬品ではトータルでの導入を決めた。

　ITAM サービスの取り組みは、まずどんな IT 資産
がどこにどれだけあるのか、ライセンスが適正に使用
できているのか、それぞれの現場でどういった業務フ
ローで管理、運用されているのかといった実態を可視
化・把握することから始まった。当初は提出した PC
の台数と、実際の数が大きく違うというような混乱が
あったという。

　しかし、ロードマップを作成して、調達方法を見直し、
運用体制を整備する、そして規定・ルールの策定につ
なげていくというプロセスを一つひとつ踏んでいくこ
とにより、IT 資産とライセンスを一元的に管理する土
台が 2018 年度から 2019 年度にかけて整っていっ
た。
　社内には、LCM 導入により、統制のとれたキッティ
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現状の視える化から IT資産管理の設計・運用、そして
その先へ。ITAM※サービスがゼロから導いてくれました
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ングと端末展開を実施。また、LCM が提供するヘルプデスクを設置し
全国の事業所・店舗からの問い合わせや故障の連絡などを一カ所で受
け付け、そこから代替機のキッティングや配送などの作業が、ルールに
のっとり円滑に運用されるようになった。

限りあるリソースの投入先がコントロールできるよう
になり、若手スタッフの動きが変わってきた

　ITAM サービスを導入した成果を、おふたりはどのように感じている
のだろうか ?

「それまでは作業に追われるなかで、『なんとかなる』『回っていればいい』
とやり過ごしていたリスクと課題が明確になりました。そして、業務の
どこに力を注げばよいか、限りあるリソースをどの部分に投入すればよ
いかが整理できたことで、情報システム統括部が全体をコントロールで
きるようになりました。これは大きな変化でしたね」（高野氏）

「当社は人の出入りが多い企業です。特に店舗はスタッフや薬剤師な
ど、日々新しい採用があります。これまでは入社があるごとに、社内の
若手が他の業務を中断して一生懸命セットアップをしていたのですが、
NEC キャピタルソリューションさんから『皆さんは、いわれるがまま
作業をする役割でなく、リードする立場になりませんか』と。そんなふ
うに真剣にアドバイスをしてもらえたことがよかったです。一緒に仕組
みを変えていくなかで、若手スタッフの動き方、考え方がずいぶん変わ
りました」（河中氏）

　IT 資産を計画に従って月額課金の形式（レンタル）で調達するよう
になったことで、予算が立てやすくなるというメリットもあった。

「必要になったら買うという方法では、都度バラバラな金額でキャッシュ
アウトが発生します。必要部署に提供することが精一杯で、管理できて
いなかったため、年度実績を見るまではトータルで IT 資産の経費が把
握できませんでした。しかし、LCM によって調達や廃棄を計画的に行
えるようになったので、コストが予測でき、予算を立てやすくなりまし
た。また、壊れた PC を修理・廃棄せずに積んでおいたり、必要以上の
ソフトウェアを購入したりといった、過剰な IT 資産を持たなくてすむ
ようになったのも、メリットのひとつです」（河中氏）

突然のテレワークへの移行！ PC の状況を把握してい
たから、急な対応が可能だった

　河中氏が「このサービスを実施してよかった」ともっとも強く感じた
のは、2021 年春に新型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事態宣
言が出たときのことだという。

「その時点では、PC が標準化され、安全性が担保されているものが明
確になっていました。ですから、明日からテレワークを実施させたいと

相談された時も、すぐに『持ち帰ってもよい PC を特定できるので、大
丈夫』と指示が出せたのです。オンラインストレージサービスの Box
も導入していましたし、Microsoft365 の運用も始めていたため、オ
ンライン会議も含め対応でき、スムーズにテレワークに移行できました。
以前の状態だったら、出社しなければ仕事ができなかったはずです。本
当によかった。」（河中氏）

会社の成長に合わせて IT 資産管理の仕組みも変える必要
がある。内部統制の機運の高まりが追い風に

　今回の業務改革は、IT 資産の運用に関する社内のルールを大きく変
えるものだった。社内の理解はどうやって得たのだろうか ?

「3 年ぐらい前から、社内の内部統制やコンプライアンスをきちんとやっ
ていこうという機運が高まってきていました。その動きに IT も歩調を
合わせて、業務改革を進めることができたのです。もちろんお金もかか
るし、なぜやらなければいけないのか、という声もありましたが、さほ
ど大きな抵抗ではありませんでした。時代の変化や会社の成長に合わ
せて、仕組みも変えていかなければいけないことを説明して、理解を得
ることができました」（河中氏）

「現場では抵抗もありました。小売りは現場の要望にすぐに応えること
が求められます。例えば、以前は個別に、『新人が入るから新しい PC
を 3 日後に届けてくれ』といったような要望もありました。それを、
今度からは少なくとも半月前に依頼してほしい、不具合の問い合わせは
システム部員個人ではなくヘルプデスクにしてほしいとお願いしたわけ
ですから、反発されますよね。それでも、全社がひとつのルールにもと
づいて動いていくということが浸透するにしたがって、徐々に理解して
もらえるようになりました。すぐに使える状態にセットアップした機器
を届けられますし、故障時はセットアップ済みの代替機が届くといった
バックアップもしていますから。ヘルプデスクの利用にも慣れて、社内
の IT リテラシーが上がってきています」（河中氏）

一周目の課題を整理してコスト最適化を意識。
社内のリソースは、生産性の高い「攻めの IT」へ

　2023 年度には、調達から廃棄、返却までの LCM サイクルがひと
回りする予定だ。おふたりは、IT 資産の管理や情報システム業務のこ
れからをどう見ているのだろうか ?

「今後は店舗を中心にモバイルが主流になっていきます。ですから 1 サ
イクル目の課題を整理しながら、モバイルの標準化を進める必要があ
ります。その際には、ロットを大きくしながら、コスト最適化を意識し
た導入をしていきたいと考えています。店舗は特に利益重視でコストに
厳しいですから、オーバースペックの機器を入れても仕方がありません。
必要なところに必要なものがあって、無駄がないということを大切にし
たいと考えています。NEC キャピタルソリューションさんには、『もっ
とこうすれば便利にできる、最適化できる』といったアドバイスをして
いただけると、うれしいですね」（高野氏）

「今回の ITAM サービスの導入には、『IT 部門の役割を変えよう』とい
う発想がありました。 『守りの IT』である運用業務は今後もアウトソー
シングを進める一方で、情報システムのソリューションは、より上流の
生産性の高い分野に振り向けていきたいですね。各事業部と協働して、
新しいデジタルサービスのアイデアや企画を提案するといった、収益の
拡大につながる『攻めの IT』の取り組みも進めたいと考えています」（河
中氏）
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